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 資源循環型施設の建設候補地選定につきましては、平成１９年５月 

２５日に正副連合長会におきまして、「上田市東山地区自然運動公園隣接

山林」を選定しましたが、その後、地元である下之郷自治会の反対によ

り話し合いができない状況の中で、上田市に協力をお願いしてまいりま

した。しかしながら去る４月２７日付けで、「下之郷の皆様に対し、理解

を得る努力をしたものの、同意を得ることが困難と判断した。」との報告

をいただきました。 

 この報告を受け、本日開催されました正副連合長会において検討をい

たしました結果、地元である上田市が精力的に地元協議を行った上での

報告であることから、「上田市東山地区自然運動公園隣接山林」を建設候

補地として選定することを断念いたしました。 

また、この結果を直ちに下之郷自治会に報告したところでございます。 

 

 建設候補地の選定以来、多くの皆様方に御協力をいただきながら鋭意

進めてまいりましたが、断念という決断に至りましたことは、誠に残念

なことであります。ここに、上田市や東塩田自治会連合会を始め、御協

力をいただきました皆様方に改めて御礼を申し上げるところでございま

す。 

  

 今日に至るまで、上田市に努力をいただく中で、東塩田自治会連合会

にも御理解をいただき、東塩田各自治会への説明懇談会も実施すること

ができました｡その中で、奈良尾自治会では、地域振興策のひとつとして、



施設建設の是非を研究していただきました。最終的には「施設受け入れ

を含めた話し合いの継続は困難」との報告が、同自治会より上田市にな

されましたが、自ら地域づくりに取り組まれました奈良尾自治会の皆様

には心から敬意を表するところであります。 

 東塩田各自治会との説明懇談会では、改めて多くのご意見もお聞きす

ることができましたことから、今後の施設計画にも反映させられるもの

については、検討をさせていただきたいと考えております。 

 今後の方向性につきましては、平成１１年に策定されました「ごみ処

理広域化計画」の再確認を行いながら、上田市からの提案も検討する中

で、改めて施設の在り方等を考えてまいります。 

また、現クリーンセンターの延命化にも繋がるごみ減量化につきまし

ても、減量目標を設定し、構成各市町村において更なる減量化に取り組

んでまいります。 

 そのほか、建設候補地の選定に向けた手法、手順等につきましても、

早期に検討をし、方向を出していかなければならないと考えております。 

 

 新たな選定作業を進めるに当たり、候補地を選定し同意を得ていくこ

とは、これまでの経過を見ても大変厳しい状況でありますが、次へのス

テップに向け一歩一歩進んでいく中で、必ずや展望は開けるものと確信

しております。 

資源循環型施設は、住民生活においてなくてはならないものでありま

す。その点を住民の皆様にも十分ご理解いただきながら、広域連合が進

める廃棄物行政に対しまして、御理解と御支援、御協力をよろしくお願

いいたします。 


